
⾵評の影響の払拭に向けた
原⼦⼒規制委員会の取組

原⼦⼒規制庁
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令和６年 ９⽉25⽇



 原⼦⼒規制委員会は、測点を拡充の上、2022年４⽉より、近傍海域（毎⽉）及び沖合海域（３⽉毎）の計20測点で試
料採取し、海⽔中トリチウムのモニタリングを実施。結果を順次公表。

 他機関を含めても、トリチウム濃度は⼗分低い⽔準と確認されており、⼈や環境に影響は無い。

＜近傍海域（〜3km）＞ （〜50km） （50km〜）
放射性物質濃度

（Bq/L）
採取時期等

０．０４２～０．０８５表層
２０２２．１Q

０．０８２～０．１０底層

０．０６６～０．０９６表層
２０２２．２Q

０．０６１～０．０８０底層

０．０５３～０．０７８表層
２０２２．３Q

０．０５７～０．０８５底層

０．０４１～０．０９７表層２０２２．４Q
～放出前 ０．０２８～０．０７８底層

以下 放出後

０．０５３～０．０７３表層
２０２３．１１

０．０５４～０．０７４底層

０．０５０～０．０７０表層
２０２４．１

０．０４６～０．０８５底層

０．０３５～０．０５８表層
２０２４．５

０．０３０～０．１１底層

放射性物質濃度
（Bq/L）

採取時期等

０．０４１～０．０７８表層２０２２．１Q

０．０６７～０．０９５表層２０２２．２Q

０．０３９～０．０９３表層２０２２．３Q

０．０３４～０．０８７表層
２０２２．４Q
～放出前

以下 放出後

０．０３８～０．０８９表層２０２３．１１

０．０３９～０．０７３表層２０２４．１

０．０３９～０．１３表層２０２４．５

放射性物質濃度
（Bq/L）

採取時期等

０．０７６～０．２１表層２０２２．１Q

０．０７１～０．２１表層２０２２．２Q

０．０５３～０．１４表層２０２２．３Q

＜ ０．０３７～０．１３表層
２０２２．４Q～
放出前

以下 放出後

＜ ０．０５２～０．０９７表層２０２３．９

０．０７８～１．１表層２０２３．１０

０．４２～０．６３表層２０２３．１１

０．０７１～０．１３表層２０２３．１２

＜ ０．０４５～０．０７７表層２０２４．１

０．０６６～０．１１表層２０２４．２

０．１０～０．８２表層２０２４．３

０．０７３～０．３４表層２０２４．４

０．０７３～１．５表層２０２４．５

＜沖合海域（概ね30km〜90km）＞
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1．ALPS処理⽔放出後の海域モニタリング（1/2）







■原⼦⼒規制委員会の予算で国・⾃治体等が実施し
たモニタリングの結果が、復興に関する各種資料に活⽤
されており、正確な情報発信を通じた⾵評対策に貢献

３．モニタリング結果の公開・活⽤

「~ふくしまの現在~復興・再⽣の
あゆみ(第14版)」（福島県 復
興・総合計画課）から抜粋
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/
portal/ps-fukkoukeikaku1151.html

第2期復興・創世期間までの復興施策の総括に関するワーキ
ンググループ（第５回）[令和６年８⽉８⽇] 配付資料２
「原⼦⼒災害被災地域の経緯と現状」（復興庁）から抜粋
https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat7/sub-cat7-
2/20240805133318.html

モニタリング結果の活⽤事例

第2期復興・創世期間までの復興施策の総括に関する
ワーキンググループ資料へ活⽤

福島県資料へ活⽤
（原⼦⼒被災者環境放射線モニタリング対策関連交付⾦）

■規制庁HPにて、モニタリングポストのリアルタイム
データ、航空機モニタリング結果、ALPS処理⽔の海
洋放出に係る海洋モニタリング結果などの各種結果
を公開し、信頼性があるデータベースを構築
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環境放射線モニタリング結果の公開

URL:https://radioactivity.nra.go.jp/ja/

放射線モニタリング情報ポータルサイト




